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スマートタップ型生活見守りシステム構築に最適な家電の提案 

 
 

髙林 優稀†1 長瀬 澪生†1 安部 惠一†1 一色 正男†1
 

 

概要：本稿ではスマートタップで取得した家電の消費電力量から人の行動を分析及び把握する生活見守りシステ

ムに着目した．本稿ではこのスマートタップを用いた生活見守りシステムを「スマートタップ型生活見守りシステム」

と呼ぶ．このスマートタップ型生活見守りシステムの先行技術として，市販の「見守りコンセント WiFi-Plug」があ

るが，いくつかの課題がある．大きな課題はスマートタップを生活見守りとして活用する場合，スマートタップに家

電を取り付けるとしたらどの家電が最適であるか明確になっていないため，専門知識を有しない素人では十分に扱え

ないものとなっている． 

そこで，本研究では，この課題を解決するためスマートタップ型生活見守りシステムに最適と考える家電について

調査及び検討を行ったので報告する． 
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Abstract: This paper, we focus recognitions of life monitoring system analysis and grasp the person’s behavior for power 

consumption of consumer electronics by smart-tap. In this paper, we refer to the life monitoring system using the smart-tap as 

“Life Monitoring System by The Smart Tap”. As prior art to a commercial “MIMAMORICONSENTO WiFi-Plug” but there is 

some subject. The Smart-tap of using life monitoring system, To enable eve a person having no specialized can’t full use for 

consumer electronics to the smart-tap case which optimal consumer electronics hasn’t been clarified. 

 In the paper, we propose optimal consumer electronics thinking in order to this subject life monitoring system by the smart tap. 
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1. はじめに   

総務省統計局より，高齢者（65 歳以上）の人口は 3461

万人（平成 28 年度 9 月 15 日現在推計）で，総人口のおよ

そ 27.3％を占める[1]．高齢者の増加とともに，1 人暮らし

の高齢者の孤独死や宅内での事故も増加すると考えられ，

宅内での人の行動把握や安否確認できるシステムが必要と

されている． 

宅内での人の行動を把握するシステムとして生活見守

りシステムがある．生活見守りの既存研究及び技術として

いくつかの報告がある．例えば宅内に設置したスマートメ

ータで取得した消費電力量の波形より人の行動を分析する

ことで宅内の生活見守りとして活用する研究がある．宅内

の消費電力量取得で生活見守りに繋げる既存研究として，

スマートメータの他にスマートタップを使ったものがある．

スマートタップとは，無線通信機能と電力測定機能を搭載

した電源タップである．消費電力を取得したい家電のコン
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セントと家庭用 AC コンセントの間にスマートタップを接

続するだけで，その家電の消費電力を測定し，無線通信で

上位 PC へ測定結果を送り届けるものである．また上位 PC

のアプリケーション上で家電の消費電力などの見える化を

行い，利用者に対して節電を促すものである．スマートタ

ップで電力の見える化システムを構築する場合，設置工事，

既存家電の改造，新規での家電の買い替えなどは一切不要

であるため導入コストを安価にでき，また素人でも簡単に

設置できるなど多くの利点がある． 

本稿ではこのスマートタップで取得した家電の消費電

力量から人の行動を把握する生活見守りシステムに着目し

た．本稿ではこのスマートタップを活用した生活見守りシ

ステムを「スマートタップ型生活見守りシステム」と呼ぶ．

このスマートタップ型生活見守りシステムの先行技術とし

て，株式会社パワーエレックの「見守りコンセント

Wi-Fi-Plug」があるが，いくつかの課題が存在する．大き

な課題としてはスマートタップを生活見守りとして活用す

る場合，スマートタップに取り付ける家電としてどの家電

が最適であるかなどは明確になっておらず，素人では十分

に扱えないものとなっている． 
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そこで，本研究では，この課題を解決するためスマート

タップ型生活見守りシステムに最適な家電について調査及

び検討を行った． 

本稿では，第 2 章で関連研究と課題について述べ，第 3

章でスマートタップ型生活見守りシステムの概要を示す．

第 4 章ではプロトタイプ評価として，評価方法及び評価結

果について述べ，第 5 章で本研究の結論を述べる．第 6 章

では家電の使用頻度に関するアンケートとしてアンケート

内容とアンケート結果について述べ，第 7 章で今後の展開

を述べる． 

2. 関連研究と課題 

スマートメータは，通信機能を搭載した電力メータであ

り，遠隔による検針及び今後増加する再生可能エネルギー

による発電の増加に伴う電力品質維持を制御する目的で電

力会社を中心に一般家庭の設置を進めており，例えば東京

電力の管轄エリアでは 2020 年までに全て利用者宅(約 2700

万台)の設置を進めている．このスマートメータから得られ

た宅内全体の消費電力量の情報を詳細に分析すると，生活

パターンだけでなく，世帯人数や起床・就寝時間，食事の

時間帯など詳細を把握できるため，一般の個人情報よりも

プライバシーの問題になるとの報告がある[2]．これを逆手

にとれば生活見守りとして活用できることを意味しており，

実際に電力会社などではスマートメータを使った見守りサ

ービスも検討されている． 

神奈川県ホームページより，センサ・機器等による高齢

者の見守り・安否確認サービス実施企業一覧として 44 の

企業が一例として紹介されている[3]．そのなかで半数以上

の企業が，人感センサやドアの開閉を感知するセンサを使

用した生活見守りサービスを行なっている．センサを用い

た生活見守りシステムは，センサの設置箇所の検討や設置

と維持にコストがかり，センサにより常時監視されている

という心理的抵抗を感じやすいなどの課題がある[4]．また，

カメラを使用した生活見守りシステムは，カメラの設置箇

所によっては利用者が心理的抵抗を感じ，プライバシーの

侵害に繋がる課題などがある[5]．スマートメータやスマー

トタップから取得した宅内の機器などの消費電力から人の

行動を把握及び推定する研究があるが[7],[8],[9]，人の行動

を把握及び推定するのにどの家電が有効であるかは明確と

なおらず，研究及び調査報告もない． 

ところでスマートタップ型生活見守りシステムの先行

技術として，パワーエレック（株）の「見守りコンセント 

WiFi-Plug」[10]があるが，大きな課題としては，生活見守

りとして活用する場合にスマートタップに取り付ける家電

としてどの家電が最適であるか明確になっておらず，この

ため専門知識を有しない素人では十分に扱えないものとな

っている． 

そこで，本研究ではこの課題を解決するためにスマート

タップ型見守りシステムに最適な家電について調査及び検

討を行う． 

3. スマートタップ型生活見守りシステムの概

要 

図 1 に想定したスマートタップ型生活見守りシステムを

示す．スマートタップに接続された各種家電の消費電力は，

上位 PC でデータ収集及び分析を行い，遠隔の親戚などに

安否情報を含むメールや Web ページなどに知らせるシス

テムを想定した． 

 スマートタップは，測定したい家電と家庭用コンセント

の間に接続するだけで，一切既存家電を改変せずに家電の

電力消費量の見える化を実現できるため，素人でも見える

化システムの構築が容易であり、新規での設置工事費用が

安価になる利点がある．またネットワーク構築において制

約がなく任意の手法でデータ取得できるのも魅力の一つで

ある． 

今回は，図 1 のシステムでいう上位 PC にスマートタッ

プで取得した電力情報を届けてグラフ表示・分析を行える

部分のプロトタイプを開発した．このプロトタイプ開発よ

り家電などの消費電力量の変化と人の行動がどの程度一致

しているか実証実験により評価を行なった． 

 

図 1 想定したスマートタップ型見守りシステム 

 

4. プロトタイプ評価 

4.1 評価方法 

図 2 に本プロトタイプの評価方法を示す．図 3 より各種

家電の消費電力量をスマートタップで測定し，人の動作（主

に電源の ON/OFF）が消費電力量の波形の変化量と一致し

ているかをカメラで被測定家電の使用状況を録画し，スマ

ートタップから取得した消費電力量の波形と比較し評価し

た（図 4）．人が家電を操作したときに消費電力量の波形が

変化する場合，家電の消費電力と人の行動との相関性とれ

るため，本稿ではこのような現象が得られた家電をスマー
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トタップ型生活見守りシステムに最適な家電とした． 

被測定家電の電力測定には，ラトックシステム（株）か

ら発売されている「Bluetooth ワットチェッカー」とワット

チェッカー専用アプリケーション「BTWATTCH」を用いた

[11]． 

被測定家電は経済産業省資源エネルギー庁家庭部門機

器別電気使用量の内訳[12]より電気使用量が多い冷蔵庫と

テレビを選出した．また，その他家電として電子レンジや

電気ポット，電気ケトル，Blu-ray レコーダー（以下 BD レ

コーダーと呼ぶ），炊飯器，ノートパソコン，デスクトップ

パソコン，モニター，卓上照明を選出し，スマートタップ

で消費電力の測定を行った．エアコンや扇風機，暖房機器

などは一定の季節しか使用しない家電のため，今回は被測

定家電から外すことにした．また天井照明（シーリングラ

イト）については，スマートタップ（Bluetooth ワットチェ

ッカー）の取付けが困難なため，今回被測定家電から外す

ことにした． 

 

 

図 2 人による操作と消費電力量の変化量による評価方法 

 

 

図 3 スマートタップによる消費電力測定の概要 

 

4.2 評価結果  

冷蔵庫とテレビ，電気ポット，BD レコーダー，ノート

パソコンについての評価結果を示す．図 5 から図 10 の消費

電力量のグラフについて，縦軸は消費電力量(Wh)で，横軸

は 60 分刻みとなっている． 

ワットチェッカー専用アプリケーション「BTWATTCH」

を使って，サンプリング時間は 1 分間隔で得られた被測定

家電の消費電力量の波形を求めた． 

 

図 4 被測定家電の消費電力の測定風景 

 

（1）冷蔵庫（型式 MR-P15W/三菱電機）の消費電力量の

測定 

図 5 に冷蔵庫の消費電力量波形を示す．図 5 に示すよう

冷蔵庫の消費電力量の波形は周期的変化をしているのが特

徴的である．この特徴的な周期的変化は，冷蔵庫内の電動

機または電熱装置が周期的に ON/OFF を繰り返しているた

めである．消費電力量は，電熱装置が ON とき 1.6 Wh 前後

のノイズのようなシャープ状波形が発生し，安定すると約

1 Wh に落ち着き，電熱装置が OFF のときは 0 Wh となる． 

冷蔵庫のドアの開け閉めといった人による操作は直接

消費電力量の変化量として現れないことが判った． 

よって，冷蔵庫の場合，人の動作に関係なく消費電力量

は周期的に変化するため，冷蔵庫はスマートタップ型生活

見守りシステムに適さないものと考えられる． 

（2）テレビ（型式 LC-24K7/SHARP）の消費電力量の測定 

図 6 にテレビの消費電力量波形を示す．図 6 に示すテレ

ビの消費電力量の波形はテレビの電源の ON/OFF 操作が消

費電力量の変化として顕著に現れるのが判る．テレビの消

費電力量は，電源 OFF のとき 0 Wh となり，電源を ON に

すると瞬時に 0.4 Wh まで変化する．チャンネルを変更する

といったボタン操作は直接テレビの消費電力量の変化に現

れなかった．よって，人の動作である電源の ON/OFF 操作

のみが消費電力量の変化として現れるため，スマートタッ

プ型生活見守りシステムに適していると考えられる．  

（3）電気ポット（型式 CV-TW22/象印）の消費電力量の測

定 

図 7 に電気ポットの消費電力量波形を示す． 図 7 より，

電気ポットの消費電力量の波形は，非周期的な変化をして

おり，電源の ON と給水といった電熱装置が ON ときだけ

消費電力が大きく変化している．電気ポットの電源 ON 及

び給水は人手による操作を行った場合だけ電気ポットの消

費電力が大きく変化する．このときの消費電力量の変化は
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人の行動と相関性が見られる．電熱装置が ON となると消

費電力量は瞬時に 15 Wh まで変化し，沸騰後に 90℃保温モ

ードになると非周期的動作であるが，消費電力量は 0 Wh

から 1 Wh の間で安定する． 

電気ポットの「給湯ボタン」の操作は消費電力量の変化

として確認できなかったが，電源の ON や給水などは人の

動作と相関があるため，電気ポットはスマートタップ型生

活見守りシステムに適していると考えられる． 

（4）BD レコーダー（型式 BD-W510/SHARP）の消費電力

量の測定 

図 8 に BD レコーダーの消費電力量波形を示す．図 8 よ

り，BD レコーダーの消費電力量の波形は，非周期的な変

化をしているが，電源の ON/OFF が人によるものなのか機

械によるものなのかが，消費電力量の変化からでは判別で

きないのが特徴的である．また，消費電力量は，電源 ON

時は 0.36 Wh で電源 OFF 時は 0.3 Wh と変化量が非常に小

さい．自動録画による電源の ON と人による電源の ON の

消費電力量の変化は，どちらも 0.36 Wh であり数値的変化

からでも判断が困難である． BD-W510 の「一発起動」機

能によって BD レコーダーが待機状態となっているため，

電源 OFF 時の消費電力量は 0 Wh とならない． 

人が操作を行ったのかが不明確な部分がある BD レコー

ダーは，スマートタップ型生活見守りシステムに適さない

家電といえる． 

（5）ノートパソコン（型式 CF-SX2/Panasonic）の消費電

力量の測定） 

 図 9 にノートパソコンの消費電力量波形を示す．図 9 よ

り，ノートパソコンの消費電力量の変化は，非周期的に変

化しており，電源の ON/OFF が消費電力量の変化として顕

著に表れ，電源が ON のときパソコン上で起動しているア

プリケーションなどによって消費電力量が変化するのが特

徴的である．消費電力量は，電源 ON 時に 0.9 Wh まで変化

し，その後電源が OFF になるまで非周期的動作をしている

ことが判る．パソコン上での作業が消費電力量の変化とし

て表れているが，アプリケーションによっては人が操作し

なくても自動で起動や処理などを行なうものもあるため，

人による操作か機械による操作か判断が難しい．そのため，

人が操作を行ったのかが不明確な部分がある．しかし，電

源の ON/OFF が消費電力量の変化として顕著に表れている

ため，パソコンの起動及び停止だけをみればスマートタッ

プ型生活見守りシステムに適しているといえる． 

（6）1 日の人の行動と被測定家電の消費電力量の変化 

 被測定家電（冷蔵庫，テレビ，BD レコーダー，ノート

パソコン）の消費電力量の波形と測定時の宅内での人の大

まかな行動を合わせた図 9 より下記のことが判る． 

 冷蔵庫は人の行動に関係なく周期的に変化している． 

 BDレコーダーは自動録画機能により，電源のON/OFF

が人によるものなのか機械による自動的なものなの

か判断ができない． 

 朝と夕食時はテレビをつけている． 

 夕食後にノートパソコンを起動している． 

 就寝時はテレビもノートパソコンも電源が OFF とな

っている． 

 図 10 よりテレビの消費電力量だけを見た場合，テレビの

電源が OFF となった時間と就寝時間で誤差があることが

判る．ノートパソコンの消費電力量を見るとテレビの電源

が OFF となった後でも，ノートパソコンの電源は ON であ

り就寝時に電源が OFF となっている．よって，テレビは生

活見守りシステムに適した家電といえるが，1 台のテレビ

だけでは人の行動を完全に把握できないことが判る．その

ため，他の生活見守りシステムに適した家電とうまく組み

合わせることが必要であると考えられる． 

 

図 5 冷蔵庫の消費電力波形 

 

 

図 6 テレビの消費電力波形 

 

 

図 7 電気ポットの消費電力波形 
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図 8 BD レコーダーの消費電力波形 

 

 

図 9 ノートパソコンの消費電力波形 

 

 

図 10 人の行動と被測定家電の消費電力量の変化 

 

5. 結論 

被測定家電の消費電力量波形の測定結果から，動作別に

A～C の 3 つに分類した．A「無人でも周期的動作をする家

電」，B「非周期的動作で人が関わると電力波形が変化する

家電」，C「非周期的動作であるが人か機械による操作か判

別できない家電」．表 1 に分類分けした家電を示す．今回の

結果から，人の動作（電源の ON/OFF）が消費電力量の変

化として顕著に表れる分類 Bの家電がスマートタップ型生

活見守りシステムに適している家電である． 

表 1 被測定家電の分類分け 

分類 被測定家電 

A 冷蔵庫 

B テレビ，モニター，電気ケトル，電気ポット 

ノートパソコン，デスクトップパソコン 

電子レンジ，炊飯器，卓上照明 

C BD レコーダー 

6. 家電の使用頻度に関するアンケート 

6.1 アンケートの内容 

 本稿の第 5 章の結論より，スマートタップ型生活見守り

システムに適した家電は分類 B「非周期的動作で人が関わ

ると波形が変化する家電」の家電であり，その中で最もテ

レビが最適であると考えた．しかし，現代ではスマートフ

ォンの普及や大手動画サイトの視聴率の増加により必ずし

もテレビが最適とは限らないため，年代別に宅内で 1 日 1

回以上必ず使用している家電についてのアンケートを行な

った．表 2 に実施したアンケートの内容を示す． 

表 2 家電の使用頻度に関するアンケートの内容 

質問項目 回答項目 

1．性別 男性，女性 

2．年代 10 代，20 代，30 代，40 代， 

50 代，60 代，70 代，80 代， 

80 代以上 

3．現在 1 人暮らしをしてい

るか 

はい，いいえ 

4．1 日に 1 回以上必ず使用

する家電 

※複数選択あり 

テレビ，電子レンジ，電気

ポット，炊飯器，電気ケト

ル，掃除機，冷蔵庫，洗濯

機，ドライヤー、ノートパ

ソコン，デスクトップ，モ

ニター，空気清浄機，卓上

照明，トースター，食器洗

浄機，レコーダー，その他 

5．4 の質問にてテレビを選

ばなかった理由 

1．テレビを持っていない 

2．スマホ，PC 等で動画サ

イトを利用しているため 

3．その他 
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6.2 アンケートの結果 

今回実施したアンケートでは 10 代は 34 人（男性 33 人，

女性 1 人）と 20 代は 51 人（男性 47 人，女性 4 人）の合計

85 人の回答を得られた． 1 日 1 回以上必ず使用する家電に

テレビを選択した人とテレビを選択しなかった人の割合に

ついて，1 人暮らしをしていない人でまとめたものを図 11

に示し，1 人暮らしをしている人でまとめたものを図 12 に

示す．また，テレビを選択しなかった人が 1 日 1 回以上必

ず使用する家電の割合について，10 代でまとめたものを図

13 に示し，20 代でまとめたものを図 14 に示す． 

図 11 より，1 人暮らしをしていない人(親元で暮らして

いる人)で 10 代が 30％（22 人），20 代が 54％（40 人）の

合計 84％が 1 日 1 回以上必ずテレビを使用すると回答して

いる．よって，テレビは生活見守りの家電として有効的で

あるといえる．ただ約 8 割以上の人はテレビを生活見守り

として使用できるが，残りの 2 割の人は他の家電を適応す

る必要がある． 図 12 より，1 人暮らしをしている人で 10

代が 18％（2 人），20 代が 46％（5 人）の合計 64％が 1 日

1 回以上必ずテレビを使用しないと回答しているため，1

人暮らしをしている人の 6 割はテレビ以外の他の家電を適

応する必要がある． 

図 13 と図 14 より，テレビを選択しなかった人が 1 日 1

回以上必ず使用する家電は，10 代 20 代ともに冷蔵庫とド

ライヤーの回答数が多かった．次に回答数が多い家電は，

10 代は洗濯機と卓上照明，20 代はデスクトップパソコンや

炊飯器，モニター，掃除機，レコーダー，その他（LD プ

レイヤー）であった．年代によって 1 日 1 回以上必ず使用

する家電に違いがあることがアンケート結果より明らかに

なった．また，6 人中 3 人の女性（すべて 20 代）がドライ

ヤーと回答した．そこで，すべての年代や性別に合ったス

マートタップ型生活見守りシステムを構築するために，年

代問わず使用率が高い家電（テレビ）の他に，年代別や性

別を考慮して 2 台以上の家電を用いる必要がある． 

 

図 11 テレビを 1 日 1 回以上必ず使用する人の割合（1 人

暮らしをしていない） 

 

 

図 12 テレビを 1 日 1 回以上必ず使用する人の割合（1 人

暮らしをしている） 

 

 

図 13 テレビを選択しなかった人が 1日1回必ず使用する

家電の割合（10 代） 

 

 

図 14 テレビを選択しなかった人が 1日1回必ず使用する

家電割合（20 代） 

 

7. 今後の展開 

本研究では，消費電力量の変化からスマートタップ型生

活見守りシステムに適した家電を検討したが，家電の各種

ボタン操作といった動作は今回消費電力量(積算量)の波形

からの変化分を観測したため，うまく観測できなかったお

それがある．このため今後は細粒度で消費電力(瞬時値)の

変化量を測定できる新たなスマートタップを開発する予定

である． 

また，アンケートからすべての年代や性別に合ったスマ

ートタップ型生活見守りシステムは 2 つ以上家電を用いる

必要があると考えたが，1 人暮らしをしている学生のデー
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タや女性のデータが十分にとれなかったため，今後は他の

年代も合わせ再度アンケート評価を行いスマートタップ型

生活見守りシステムに最適な条件を見つけ出していきたい

と考えている． 
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